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今
皿
の
記
念
展
で
は
、

11ご
ろ

11に
触
れ
る
こ

だ
け
で
も
元

0
件
、
約
パ
パ

-1f'点
に
達
し
ま
す
。

国
宝
•
項
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

東
火
か
は
仏
教
美
術
の
宋
州
と
も
な
っ
て
お
り
、

芸
品
な
ど
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

え
て
、
数
多
く
の
仏
像
彫
刻
や
絵
圃
・
れ
ぃ
跡
・

t

た
が
、
そ
の
炭
に
再
建
さ
れ
、
幾
多
の
時
代
を
超

そ
の
後
、
東
人
か
は
殷
の
兵
火
に
巡
い
ま
し

し
た
。

多
く
作
ら
れ
、
犬
平
文
化
の
一人
中
心
と
な
り
ま

代
の
技
術
の
粋
を
凝
ら
し
た
仏
教
災
術
品
が
数

災
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
東
人
が
で
は
、
犬
平
時

犬
平
勝
宝
四
年
（
ヒ
几
．． 

）
に
盛
人
な
開
眼
法

の
発
頻
に
よ
っ
て
国
家
の
総
力
を
裕
げ
て
造
ら
れ
、

る

L
ゃ

な

ぷ

つ

東
火
か
の
大
仏

(hli舎
那
仏
）
は
、
咆
武
天
駁

殷
屁
会
で
す
。

る
仏
教
美
術
の
名
宝
を
公
開
す
る
人
規
校
な

の
所
蔵
す
る

InI宝
・
収
災
文
化
財
を
初
め
と
す

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
出
念
し
て
、
圃
寺
な
ど

fl本
仏
教
の
壮
火
な
殿
党
と
も
い
う
べ
き
奈
良
・

だ
い
ぷ
つ
か
い
げ
ん

束
火
か
は
、
こ
0
0
ご
年
に
火
仏
閲
眼
：・
-五
〇

大
仏
開
眼

l
2
5
0
年

御
観
此
く
だ
さ
い
。

是
非
、
こ
の
機
会
に

も
の
と
Ill
心
い
ま
す
。

さ
わ
し
い
内
容
で
あ
り
、
お
越
し
の
特
さ
ん
に
も

ま
さ
に
「
東
火
寺
の
す
べ
て
」
の
タ
イ
ト
ル
に
ふ

執
金
剛
神
立
像
」
の
特
別
公
開
も
行
わ
れ
ま
す
。

わ
せ
て
、
東
大
寺
法
旅
党
で
は
秘
仏
「
国
宝

な
お
、
奈
良
国
立
柚
物
館
で
の
殷
認
会
に
あ

が
国
宝
・
杭
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
総
件
数
は
ご
0
0
を
越
え
、
う
ち
平
数
以
上

の
数
々
も
IJl
帰
り
し
ま
す
。
Ill
陳
さ
れ
る
宝
物

れ
る
の
を
は
じ
め
、
国
内
外
に
流
出
し
た
名
宝

立
像
」
な
ど
き
わ
め
て
既
爪
な
寺
宝
が

111"IUIさ

E
像
」
、
法
倍
堂
の
「
国
宝

悩
傑
作
と
い
わ
れ
る
戒
肌
党
の
「
国
宝
四
天

|

'J 

「

Ili1

と
の
少
な
い
秘
宝
の
「
国
宝

1
1
光
•
J
l光
炉
＂
悩

L
 

〈
主
な
出
陳
品
〉

＠
朔
造

11
光．

Jj
光
粋
悩
立
像
、
＠
朔
造

四
犬
じ
立
像
、
⑥
不
空
紺
索
観
音
立
像
宝
冠
、

＠
銅
造
涎
生
釈
迦
仏
立
像
及
び
瀧
仏
盤
、

＠
東
大
寺
〈
ふ
堂
鋲
培
具
、
⑥
木
造
良
弁
俯

正
坐
像
、
⑥
木
造
爪
源
上
人
坐
像
、
＠
木

造
俯
形
八
幡
神
坐
像
、
⑥
絹
本
杵
色
倶
舎

は
セ
荼
羅
図
、
＠
紙
本
杓
色
旅
厳
丘
卜
五
所

絵
谷
、
＠
佃
鉗
肝
打
よ
文
染
し
ぃ
、
＠
化
島
彩

絵
袖
色
箱
、
＠
八
角
燈
龍
火
袋
羽

11
板、

＠
南
火
門
仁
王
像
像
内
納
人
11

皿
、
＠
束
火

寺
文
K
い
（
以
上
い
ず
れ
も
東
大
寺
蔵
）
な
ど

◆
四
月
二

O
H
(
t
)

七
月
七

H
(
H
)

◆
東
匝
新
館
•
本
館

東
大
寺
蔵

国宝金銅八角燈藉火袋羽目板 奈良時代 東大寺蔵 国宝倶舎曼荼羅（部分） 平安時代東大寺蔵
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岱
繁
役
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3

愛
尖
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如
士
我
間
一
詩
偉
在
令
術
國
祇

樹
蛤
狐
痛
蘭
令
詩
母
牙
将
侍
者

阿
葬
入
琺
ふ
街
さ
奇
身
上
吊
肴

ン
云
肴
之
穿
壊
将
砥
以
生
墨
瓜

条
＊
も
食
月
詑
庶
呈
斉
:
有
一

姜
軍
門
未
全
佛
奇
る
律
作
礼
蜆

低
容
顔
丸
相
珠
特
見
他
身
承
有

少
破
壌
9

呑
恵
施
割
省
食
中
得

少
白
量
持
用
抵
律
痕
顛
如
未
常

持
共
納
以
用
禎
歩
偲
印
受
之
詩

婆
霞
門
凡
偉
夭
を
こ
情
款
喜
倍

加
頭
暉
偉
哀
此
人
印
具
授
決
れ

常
未
峰
湛
阿
僧
叙
白
劫
之
中
常

仏教美術の名品
本館 2月8日（金）,.._,4月14日（日）

西新館 1月4日（金）,.._,4月7日（日）

西新館では、仏教災術の名品を絵,,1,1-.'r-跡・ r:芸の
ジャンル別に）1とぷします。また各分野では、随時、特集

殷ぷも行っています本館では、 4 月 11flまでは彫刻•考

古の諸作品を錬列します本館は、 1)]2011より束人、『

殷の会場となりますが、本館のみ兄学希咆の）jは、 'I~

常殷料金で人館ができます



S
外
か
ら
み
る
奈
良
博

s
展覧会中のエントランス付近

ま
だ
春
浅
い

一
日
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
出
か
け
た
。
暖
か
い
陽
射
し
の
せ
い
か
、

奈
良
公
園
に
は
、
鹿
が
多
く
た
わ
む
れ
、
そ
の
中
に
、
角
を
突
き
合
わ
せ
よ
う
と
し

た
が
、
切
ら
れ
た
角
で
は
組
み
合
え
ず
、
離
れ
て
行
く
若
い
牡
鹿
た
ち
が
い
た
。
そ

の
所
在
な
さ
そ
う
な
姿
に
、
思
わ
ず
笑
い
を
誘
わ
れ
な
が
ら
、
ふ
と
思
っ
た
。
な
ぜ
、

奈
良
に
鹿
が
い
る
の
か
、
そ
の
わ
け
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
こ
の
公
園
の
中
に
ど
の
く

ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
奈
良
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
鹿
は
定
着
し
て
い
る
が
、
あ
そ

こ
で
鹿
と
記
念
写
真
を
取
り
合
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
に
「
ど
う
し
て
、
奈
良
に
は
鹿
が

い
る
の
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
ら
、
果
た
し
て
、
答
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
「
鹿
は

春
日
大
社
の
お
使
い
だ
か
ら
」
と
。

私
達
の
日
常
生
活
に
あ
ま
り
に
密
着
し
て
い
る
た
め
か
、
か
え
っ
て
神
社
に
つ
い

て

一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
今
回
の
展
示
の
テ
ー
マ
で
あ
る
手

向
山
八
幡
宮
も
そ
の

一
っ
で
あ
ろ
う
。
東
大
寺
大
仏
造
立
の
た
め
、
九
州
の
宇
佐
八

か
ん
じ
ょ
う

幡
宮
か
ら
東
大
寺
へ
と
、
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
手
向
山
八
幡
宮
は
き
わ

め
て
格
式
の
商
い
神
社
で
あ
る
。
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
の
勧
請
は
、
当
時
と
し
て
は
ま

さ
に
国
家
的
大
事
業
で
あ
り
、

『続
日
本
紀
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
と
し
て
知

よ
う
ご
う

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
勧
請
時
の
影
向
の
様
が
再
現
さ
れ
た
手
掻
会
は
、
勅
祭

と
し
て
高
い
位
置
付
け
に
お
か
れ
、
必
要
に
応
じ
上
皇
の
院
宣
が
発
せ
ら
れ
る
ほ

ど
の
南
都
最
大
の
大
祭
礼
で
あ
っ
た
。

今
回
の
展
示
で
は
こ
の
祭
礼
が
復
元
さ
れ
、
ま
た
、
直
接
そ
の
神
事
に
携
わ
っ
て

か
み

つ
か
さ
の

ぷ
ひ
ろ

こ
ら
れ
た
権
宮
司
の
上
司
延
穐
氏
に
よ
る
講
演
会
も
行
わ
れ
た
。
“
余
り
お
話
す
る

機
会
が
な
い
の
で
”
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
で
あ
っ
た
が
、
氏
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る

好
感
の
も
て
る
講
演
で
あ
り
、
聴
講
者
も
多
く
、
最
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ

れ
た
。
散
会
後
も
数
人
の
方
が
引
き
続
き
質
疑
に
残
ら
れ
、
や
は
り
神
社
の
様
々
な

事
に
た
い
し
て
、
日
頃
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
人
が
多
く
こ
う
し
た
機
会
を
利
用
す

る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ら
れ
た
。
今
回
の
よ
う
な
催
し
に
よ
っ
て
神
社
、
ひ
い
て
は
神

道
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

展
示
会
場
で
は
写
真
パ
ネ
ル
も
利
用
し
て
、
祭
礼
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
た
展

し

ん

よ

示
と
な
っ
て
い
た
。
会
場
入
口
に
据
え
ら
れ
た
神
輿
（
重
要
文
化
財
）
は
、
背
後
に
八

' '  

神
社
に
つ
い
て
、

な
に
か
ご
存
知
で
す
か
？

た

む

け

や

ま

は

ち

ま

ん

ぐ

う

|

「
手
向
山
八
幡
宮
と
手
掻
会
」
を
観
て
ー

[
 

P,i' 

＾
 

q̂-
冨
-と

i

重

富

滋

子

（大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
学
芸
課
）

ほ

こ

本
の
鉾
を
従
え
、
威
容
を
正
し
祭
礼
の
華
や
か
さ
が
し
の
ば
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

中
に
も
王
朝
文
化
の
雅
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
作
品
自
体
の
優
雅
さ
と
あ

い
ま
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
展
示
構
成
も

一
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
狛
犬
を

八
幡
神
画
像
の
ケ
ー
ス
前
に
展
示
し
植
栽
を
配
す
る
な
ど
、
少
し
間
違
え
れ
ば
過

度
に
な
り
が
ち
の
情
景
が
抑
え
ら
れ
、
し
か
も
空
間
に
潤
い
を
与
え
て
い
た
。
そ
の

会
場
に
着
物
姿
の
婦
人
が
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
仲
ま
い
は
そ
ば
に
い
る
私
に
、
し
つ

と
り
と
し
た
落
ち
着
き
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。

奈
良
国
立
博
物
館
で
は
、
昨
年
の
正
倉
院
展
の
折
、
着
付
け
を
サ
ー
ビ
ス
し
、

着

物
で
正
倉
院
御
物
を
見
よ
う
と
い
っ
た
企
画
を
実
施
し
た
。
女
性
の
身
と
し
て
は
興

味
が
あ
り
、
反
響
や
い
か
に
と
伺
っ
て
い
た
が
、
他

H
正
倉
院
展
を
拝
見
に
来
館
し

た
時
、
月
曜
日
で
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
着
物
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
折
に
は
、
さ
ほ
ど
に
感
じ
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
空
間
で
静
か
に
歩
を
進
め
る
姿
は
、
そ
の
場
に
穏
や
か
な
和
ら
ぎ
を
与
え
る
も

の
だ
っ
た
。
美
術
を
観
賞
す
る
空
間
と
し
て
最
上
の
も
の
を
提
供
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
、
深
い
満
足
感
を
お
ぼ
え
な
が
ら
、
館
を
後
に
し
た
。

' '  
陳列風景



国宝花烏彩絵油色箱奈良時代 東大寺蔵

国宝木造重源上人坐像鎌倉時代東大寺蔵 国宝華厳五十五所絵巻 （部分） 平安時代東大寺蔵

I

奈
良
時
代
の
東
大
寺
（
東
新
館
）

東
大
寺
縁
起
、
◎
東
大
寺
縁
起
絵
巻

〔4
／

20
S

5
/
26
〕
、
東
大
寺
縁
起
絵
巻

〔
5
／

2
8
1
7
/

7
〕
、
東
大
寺
山
堺
四
至
図、

◎
阿
弥
陀
院
悔
過

料
資
財
帳
〔
4
／

2
0
1
5
/
26
〕
、
◎
東
大
寺
奴
婢

見
来
帳
〔
5
／
2
8
1
7
/
7
〕
、
◎
越
前
国
田
使
解

（以
上
東
大
寺
）
、
◎
写
経
所
請
経
文

〔4
／

2
0
1

5
/
19
〕
（
静
岡
県
立
美
術
館
）
‘
◎
東
大
寺
開
田

図

〈越
中
国
蠣
波
郡
石
粟
村
官
施
入
田
図
・
越
中

国
射
水
郡
鹿
田
村
墾
田
図
案
〉
〔
1
幅
ず
つ
半
期
〕

（
当
館
）
、

N
聖
武
天
皇
勅
書
〔
5
／
2
8
1
7
/
7
〕

（
平
田
寺
）
、
＠
紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経
〈
巻

第
六

・十
〉
（
当
館
）
‘
◎
観
世
音
菩
薩
受
記
経
〈
聖

武
天
皇
勅
願
経
〉〔
4
／
20
1
5
/
26
〕（
根
津
美
術

館
）、
＠
日
光
菩
薩
立
像
及
び
月
光
菩
薩
立
像
〔
4

/
20
1
6
/
2
〕（
東
大
寺）
、
＠
四
天
王
立
像

〈持

国
天
像
・
増
長
天
像
・
広
目
天
像
・
多
聞
天
像
〉

〔6
／
4
1
7
/
7
〕（
東
大
寺）
、
＠
不
空
覇
索
観

音
立
像
宝
冠
、
不
空
覇
索
観
音
像
立
宝
冠
残
欠
、

法
華
堂
天
蓋
光
心
鏡

〈海
獣
葡
萄
鏡

・
飛
天
十
―
―

支
円
鏡
〉
、
天
衣
片
、
蓮
華
、
宝
相
華
、
◎
西
大
門

勅
額
、
⑥
誕
生
釈
迦
仏
立
像
及
び
灌
仏
盤
、
◎
菩

薩
半
珈
像
、
釈
迦
如
来
坐
像
及
び
多
宝
如
来
坐

像
、
⑥
葡
萄
唐
草
文
染
草
〔
5
／
1
4
1
5
/
26
〕ヽ

＠
花
烏
彩
絵
油
色
箱

〔5
／
2
8
1
6
/
16
〕、

◎
銅

鉢、

◎
黒
漆
鼓
胴
〔
6
／

1
8
1
7
/
7
〕
ヽ
＠
金
銅

八
角
燈
籠
火
袋
羽
目
板
、

◎
伎
楽
面

〈獅
子
児
・

治
道

・
迦
楼
羅
・
鹿
術

・
カ
士

・
太
孤
父

・
酔
胡

王
・
酔
胡
従
〉
（
以
上
東
大
寺
）
、
釈
迦
霊
務
山
説

法
図

〈法
華
堂
根
本
曼
荼
羅
〉〔
4
／
2
0
1
5
/
19
〕

（ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
、
＠
信
貴
山
縁
起
絵

〈尼
公

巻
〉
〔
4
／

2
0
1
5
/
19
〕
（朝
談
孫
子
寺）

、
不
空

羅
索
観
音
二
神
将
像
〔
5
／
2
1
1
7
/
7
〕
（大
英

博
物
館
）
、
＠
賢
愚
経

〈巻
第
十
五
〉
〈
大
聖
武
〉
、

◎
弥
沙
塞
翔
磨
本
〔
4
／

20
1
5
/
26
〕
、
◎
喩
伽

師
地
論

〈
巻
第
十
―

-〉〔
4
/
2
0
1
5
/
12
〕、
◎
大

砒
婆
沙
論

〈
巻
第
一

―十
三
〉
威
徳
陀
羅
尼
経

〔
5

特
別
展

「
大
仏
開
眼

―
二
五

0
年

東
大
寺
の
す
べ
て
」

東
西
新
館
・
本
館

虐
舎
那
仏
と
華
厳
の
世
界
（
西
新
館
南
側

東
端
室
）

廊
舎
那
仏
像
〔
5
／

2
8
¥
7
/
7
〕（
ベ
ル
リ
ン
・
イ

ン
ド
美
術
館
）
、
成
舎
那
仏
立
像
（
ギ
メ
美
術
館
）
、

毘
炭
遮
那
仏
坐
像

（サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ア
ジ
ア

美
術
館
）
、
毘
脱
遮
那
仏
立
像

（東
京
国
立
博
物

館
）
、
毘
屈
遮
那
仏
坐
像

（山
ロ

・
国
分
寺
）
、
華

厳
経
七
処
九
会
変
相
図
〔
4
／
2
0
1
5
/
26
〕
（ギ

メ
美
術
館
）
‘
◎
華
厳
経
〈
巻
第

一
〉〔
5
／
1
4
¥
6

／
16
〕
、
◎
紺
紙
銀
字
華
厳
経

〈二
月
堂
焼
経
〉〔
4

/
2
0
1
5
/
12
〕、
◎
続
華
厳
略
経
疏
刊
定
記
〔
6

/
1
8
1
7
/
7
〕、

◎
高
麗
版
華
厳
経
随
疏
演
義

紗
〔
5
／

1
4
1
6
/
16
〕
（
以
上
東
大
寺）
、
華
厳
経

〈
巻
第
六
〉
〔
4
／
2
0
1
5
/
12
〕
、
華
厳
経

〈
巻
第

+

-
〉〔
6
/
1
8
¥
7
/
7
〕（
以
上
正
倉
院
）
、
◎

華
厳
五
十
五
所
絵

〈休
捨
優
婆
夷

．
勝
熱
婆
羅

門

・
大
天
神
〉〔
4
／

2
0
¥
5
/
19
〕〈
観
自
在
菩

薩
•

安
住
地
神
・
婆
珊
婆
演
底
主
夜
神
〉
〔5
／
2
1

1
6
/
23
〕〈
大
願
精
進
力
救
談

一
切
衆
生
夜
神
・

遍
友
童
子
師

・
堅
固
解
脱
長
者
〉
〔
6
／
4
1
7
/

7
〕
〈
尊
者
不
詳
〉〔
6
／
2
5
1
7
/
7
〕
（
東
大
寺
）
、

◎
華
厳
五
十
五
所
絵

〈守
護

一
切
城
増
長
威
力
主

夜
神

・
開
敷
一
切
樹
華
夜
神
〉〔
4
／
2
0
1
5
/

6
〕
〈釈
種
女
挫
波

・仏
母
庶
耶
夫
人
〉〔
5
／

8

1

ー /
1
4
1
5
/
26
〕
、
◎
細
字
金
光
明
最
勝
王
経
〔
5

/
2
8
¥
7
/
7
〕
、
◎
百
法
顕
幽
抄

〈
巻
第

一
末〉

〔
5
／

2
8
¥
7
/
7
〕
（以
上
東
大
寺）

、
賢
劫
経

〈
巻
第
六
〉
〔
6
／
18
1
7
/
7
〕、

深
密
解
脱
経

〈
巻
第
一
〉
〔
5
／
28
1
6
/
16
〕
、
堆
伽
師
地
論

〈
巻
第
七
十

一
〉〔
4
／
2
0
1
5
/
12
〕
、
大
乗
悲
芥

陀
利
経

〈巻
第
一―-〉〔
5
/
1
4
1
5
/
26
〕
、
布
作
面

〔
4
／

2
0
1
5
/
12
〕
、
布
作
面

〔6
／

18
1
7
/

7
〕
、
紅
赤
布
〔
4
／
2
0
1
5
/
26
〕
、
赤
地
錦
緑

地
錦
等
幡
残
欠
〔
4
／
2
0
1
5
/
12
〕
、
紫

・
緑
地

狩
猟
文
錦
〔
6
／
1
8
1
7
/
7
〕
、
央
細
羅
幡
〔
5

/
2
8
1
6
/
16
〕
（以
上
正
倉
院
）
、
天
平
裂
〈
緑
地

花
鳥
文
錦

・赤
地
唐
花
文
錦

・霰
地
唐
花
文
錦
幡

頭
・
赤
地
花
樹
飛
鳥
文
服
細
維
・
浅
緑
地
草
花
文

脹
糊
維
・
白
茶
地
花
文
羅
網
維

•

四
ツ
目
菱
入
菱

繋
文
紅
羅
〔
う
ち
3
点
は
〔
5
／

1
4
1
5
/
26
〕
ヽ

4
点
は
〔
5
／

2
8
1
6
/
16
〕〕

（
東
大
寺
）

5
/
19
〕
〈
賢
勝
優
婆
夷

・妙
月
長
者〉〔
5
／
2
1
1

6
/
2
〕（
根
津
美
術
館
）
‘
◎
華
厳
五
十
五
所
絵

〈文
殊
師
利
菩
薩

・
弥
勒
菩
薩
〉
〔
6
／
25
¥
7
/

7
〕
（
藤
田
美
術
館
）
‘
◎
華
厳
五
十
五
所
絵

〈不

動
條
婆
夷
〉
〔
4
／
2
0
1
6
/
2
〕
（
当
館
）
、
＠
華

厳
五
十
五
所
絵
巻

〔5
／
27
巻
替
〕
（
東
大
寺
）
、
◎

華
厳
五
十
五
所
絵
巻
〔
4
／
2
0
1
5
/
6
〕（藤
田

美
術
館
）‘
◎
華
厳
五
十
五
所
絵
巻

〔5
／

8
1
5

／

19
〕
（個
人
）
‘
◎
華
厳
五
十
五
所
絵
巻

〔
5
／

2
1
1
6
/
2
〕
（個
人
）
‘
◎
華
厳
五
十
五
所
絵
巻

〔
6
／

4
1
7
/
7
〕
、
◎
華
厳
五
十
五
所
絵
巻

〔5
／
27
巻
替
〕（
以
上
東
京
国
立
博
物
館
）‘
◎
華

厳
海
会
善
知
識
曼
荼
羅

〔4
／
20
1
5
/
26
〕、
華

厳
海
会
善
知
識
曼
荼
羅

〔5
／

28
1
7
/
7
〕
（以

上
東
大
寺）

、
華
厳
海
会
善
知
識
曼
荼
羅
〔
4
／

2
0
1
5
/
19
〕
（
園
城
寺）

、
華
厳
海
会
善
知
識
曼

荼
羅
〔
5
／

2
1
1
6
/
16
〕（
久
米
田
寺）

‘
◎
華
厳

海
会
諸
聖
衆
曼
荼
羅

〔6
／
1
8
1
7
/
7
〕
（
高
山

寺）町
鎌
倉
再
建
（
西
新
館
南
陳
列
室
）

◎
内
侍
宣
〔
4
／
2
0
1
5
/
26
〕
ヽ
＠
官
宣
旨

〔5

/
2
8
1
7
/
7
〕
ヽ
＠
円
融
法
皇
御
受
戒
記
〔
4
／

2
0
1
5
/
26
〕、
◎
東
大
寺
続
要
録
、
＠
源
頼
朝
書

状
〔
4
／

2
0
1
5
/
26
〕
、
◎
紺
紙
金
字
華
厳
経

〔5
／

2
8
1
7
/
7
〕
（以
上
東
大
寺）

、
東
大
寺
大

仏
殿
図
〔
4
／

2
0
1
5
/
26
〕
（醍
醐
寺）
、＠
金
剛

力
士
立
像
像
内
納
入
品

〈叶
形
像
納
入
品
i

宝
簸

印
陀
羅
尼
経

・
法
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
断

簡
・
仁
玉
般
若
経
談
国
品

・
不
空
謂
索
神
呪
心

経
・
不
空
覇
索
神
呪

心
経
断
簡

•

あ
ま

心
如
願

文

・
類
阿
弥
陀
仏
願
文
・
結
縁
交
名

・
地
蔵
菩
薩

印
仏
〉〈
阿
形
像
納
入
品
ぶ
玉
菌
印
陀
羅
尼
経

・結

縁
交
名

・
如
来
面
相
部

・
菩
薩
頭
部
・
如
来
立

像

・
地
蔵
菩
薩
立
像

・
如
来
坐
像

・
比
丘
形
頭

部
・
飛
天
〉
（
東
大
寺
）
、
＠
霊
山
変
相
圏
〈
釈
迦
如

来
立
像
像
内
納
入
品
の
う
ち
〉〔
4
／

20
S
5
/

26
〕
（
清
涼
寺
）

‘
◎
四
天
王
立
像

〈持
国
天
像
・

増
長
天
像
〉〔
4
／
2
0
1
5
/
26
〕〈
広
目
天
像
・多

聞
天
像
〉〔
5
／

2
8
1
7
/
7
〕
（
金
剛
峯
寺）

、
◎

伎
楽
面

〈治
道

・
獅
子
児
〉
、
◎
舞
楽
面

〈
皇
仁

庭
・
散
手

・貴
徳
・
陵
王

・
納
曾
利
〉、

＠
重
源
上

人
坐
像

〔5
／
2
1
1
6
/
30
〕
（以
上
東
大
寺
）

、
◎

璽
源
上
人
坐
像
〔
4
／

2
0
1
5
/
19
〕（
阿
弥
陀

寺）
‘
◎
鉦
鼓
、
自
然
木
脇
息
、

自
然
木
杖

（以
上

東
大
寺
）
‘
◎
梵
鐘
（
笠
置
寺
）
‘
◎
重
源
上
人
勧

進
状
〔
5
／
2
8
1
7
/
7
〕、

◎
周
防
国
阿
弥
陀
寺

領
田
畠
注
文
〔
4
／

2
0
1
5
/
12
〕（
以
上
東
大

寺）

‘
◎
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
〔
5
／
1
4
1
5

／
26
〕
（
東
京
大
学
史
料
編
媒
所
）
、
＠
法
華
経
〈
巻

第
八
〉
〈
運
慶
願
経
〉
〔
4
／
20
1
5
/
26
〕（個
人
）
、

東
大
寺
学
侶
連
署
起
詰
〔
5
／

2
8
1
7
/
7
〕
（東

大
寺
）
、
＠
鉄
宝
塔
〔
4
／

20
1
6
/
2
〕
ヽ
＠
水
晶

三
角
五
輪
塔

〔4
／

20
1
6
/
2
〕
、
◎
東
大
寺
鉄

槌
印

〔5
／
14
1
5
/
26
〕
（以
上
阿
弥
陀
寺）

、
◎

鰐
口
〔
6
／
4
1
7
/
7
〕、

◎
地
蔵
菩
薩
立
像、

◎
阿
弥
陀
如
来
立
像
、

◎
弥
勒
菩
薩
立
像

◎
唐

墨
筆
献
上
状

〔4
／
2
0
1
5
/
19
〕
、
◎
行
勇
書
状

〔4
／

2
0
1
5
/
19
〕、

◎
四
天
王
立
像、

◎
調
伏

異
朝
怨
敵
抄
〔
4

／
2
0
1
5
/
19
〕
（以
上
東
大

寺）w
江
戸
再
建

（西
新
館
南
陳
列
室
）

◎―

一月
堂
修
中
練
行
衆
日
記
〈
巻
第
七
〉
〔
4
／
20

1

5
/
19
〕
ヽ
＠
足
利
義
持
経
巻
施
入
状

〔4
／

20

1
5
/
19
〕
、
大
仏
螺
愛
、
◎
公
慶
上
人
坐
像

〔5

/
2
1
1
7
/
7
〕
、
自
然
木
杖
、
大
仏
修
復
勧
進

帳
〔
4
／

2
0
1
5
/
26
〕
ヽ
＠
公
慶
上
人
借
用
状

〔5
／

2
8
1
7
/
7
〕
ヽ
＠
公
慶
上
人
年
譜

〔
5
／

2
8
1
7
/
7
〕
ヽ
＠
公
慶
上
人
書
状
〔
5
／

2
8
1
7

／
7
〕
、
六
字
名
号
懸
額
、
エ
匠
具

・
曲
尺
、
＠
大

仏
殿
棟
札

〈
金
堂
附
〉
、
大
仏
開
眼
・
大
仏
殿
落
艇

法
要
供
養
図
、
大
仏
殿
虹
梁
木
曳
図
、
寺
中
寺
外

惣
絵
図

（以
上
東
大
寺）

＞
四
聖
・
祖
師
・
教
学

（西
新
館
北
陳
列
室
）

◎
四
狸
御
影

〈建
長
本
〉
〔
4
／
2
0
¥
5
/
26
〕、
◎

四
聖
御
影

〈永
和
本
〉〔
5
／

2
8
¥
7
/
7
〕
（
以
上

東
大
寺）

‘
◎
行
基
菩
薩
坐
像

〔6
／

11
1
7
/

7
〕（
唐
招
提
寺）

、
行
基
墓
誌
（
当
館
）
、
大
僧
正

舎
利
瓶
記
〔
4
／
2
0
1
5
/
26
〕（唐
招
提
寺）
、
◎

行
基
菩
薩
行
状
絵
伝
〔
1
幅
ず
つ

3
期
〕
（
家
原

寺）
、
三
宝
絵
断
簡

〔5
／
2
8
1
7
/
7
〕（
当
館
）
、

＠
良
弁
僧
正
坐
像

〔4
／
2
0
1
6
/
9
〕
、
良
弁
僧



国宝木造僧形八幡神坐像東大寺蔵

.. 
国宝銅造誕生釈迦仏立像、灌仏盤奈良時代東大寺蔵

国宝葡萄麿草文染茸東大寺蔵

正
像
〔
6
／

11
¥
7
/
7
〕
、
風
字
硯

（以
上
東
大

寺）
、
◎
先
徳
固
像

〔5
／
28
¥
7
/
7
〕
（
東
京
国

立
博
物
館
）
、
＠
金
銅
透
彫
舎
利
容
器

（西
大
寺）
、

金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
（
東
大
寺
）
‘
◎
聖

皇
曼
荼
羅
〔
5
／
2
8
¥
7
/
7
〕
（法
隆
寺）
、
聖
武

天
皇
像
〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕、

◎
日
本
高
僧
伝
要

文
抄
〔
4
／

2
0
¥
5
/
26
〕、

◎
鑑
真
和
上
坐
像

〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕
、
鑑
真
和
上
像
〔
5
／

2
8
¥

7
/
7
〕
、
実
忠
和
尚
坐
像
、
◎
東
大
寺
要
録
（
以

上
東
大
寺
）
‘
◎
銭
納
帳

〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕
（個

人
）
、
弘
法
大
師
坐
像
、
弘
法
大
師
像

〈真
言
八
祖

像
の
う
ち
〉〔
5
／

2
8
¥
7
/
7
〕
、
聖
宝
僧
正
坐

像
（以
上
東
大
寺）
‘
◎
東
南
院
院
主
房
起
請

〔5

／

2
8
¥
7
/
7
〕
（醍
醐
寺
）
‘
◎
五
獅
子
如
意
、
円

照
上
人
像
〔
4
／

2
0
¥
5
/
26
〕、

◎
円
照
上
人
行

状
記

〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕
、
凝
然
上
人
像
〔
5
／

28
¥
7
/
7
〕、

◎
梵
網
戒
本
疏
日
珠
紗

〈
巻
第

四
〉〔
5
／
28
¥
7
/
7
〕ヽ

＠
奇
然

・義
蔵
手
印
結

縁
状
〈
釈
迦
如
来
立
像
像
内
納
入
品
の
う
ち
〉
〔
4

/
20
¥
5
/
26
〕
（清
涼
寺）

、
弘
賛
法
華
伝
〔
5

/
2
8
¥
6
/
16
〕
ヽ
＠
永
観
請
文

〔5
／

28
¥
7
/

7
〕、
◎
弥
勒
如
来
感
応
抄

〈第
五
〉〔
4
／

20
¥
5

／

26
〕、

◎
安
養
知
足
相
対
抄

〈宗
性
・
弥
勒
如
来

感
応
抄
草
第
二
の
う
ち
〉〔
4
／

2
0
¥
5
/
26
〕ヽ

◎
決
定
往
生
集
〔5
／

2
8
¥
7
/
7
〕
（
宝
寿
院
）
、

＠
倶
舎
曼
荼
羅

〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕、
◎
浄
影
大

師
像

〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕、

◎
嘉
祥
大
師
像
〔
5

/
2
8
¥
7
/
7
〕
、
◎
法
華
統
略

〈
巻
上
〉
〔
6
／

18

＼
7
/
7
〕
、
杜
順
大
師
像
〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕
ヽ

◎
至
相
大
師
像
〔
5
／

2
8
¥
7
/
7
〕、
◎
香
象
大

師
像

〔4
／

2
0
¥
5
/
26
〕
、
消
涼
大
師
像
〔
5
／

28
¥
7
/
7
〕
、
圭
峯
大
師
像
〔
4
／

2
0
¥
5
/

26
〕
、
杜
順
禅
師
香
象
大
師
名
号

〈明
恵
箪
〉
〔
4

/
20
¥
5
/
26
〕
、
尊
勝
院
印
、
華
厳
供
印
、

◎
華

厳
祖
師
伝
、
戒
壇
院
定
置
、
◎
戒
壇
院
指
図
、
南

山
大
師
及
び
大
智
律
師
像
〔
1
幅
ず
つ
各
半
期
〕

（以
上
東
大
寺）

VI

東
大
寺
の
年
中
行
事

（西
新
館
北
陳
列
室
）

＠
東
大
寺
年
中
行
事
、

◎
金
銅
鉢
、
◎
香
水
杓
、

◎
堂
司
鈴、

◎
二
月
堂
練
行
衆
盤
、

二
月
堂
修
中

過
去
帳、

二
月
棠
縁
起
絵
巻
、
十

一
面
観
音
像

〔4
／

20
1
6
/
9
〕
、
牛
王
宝
柏
版
木
及
び
朱
宝

印
、
賄
勝
陀
羅
尼
版
木
、
＠
僧
形
八
幡
神
坐
像

〔6
／

11
1
7
/
7
〕
、
八
幡
縁
起
絵
巻
（
以
上
東

大
寺
）
、
＠
唐
鞍
〔
4
／

2
0
1
6
/
9
〕
（手
向
山
八

幡
宮）
、
木
製
柄
香
炉

遁
東
大
寺
の
考
古
学
（
本
館
北
側
）

知
識
寺
出
土
品
（
個
人
、
大
阪
・
柏
原
市
立
歴
史

資
料
館
）
、
大
野
寺
土
塔
出
土
品
（
大
阪

・堺
市
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
、
恭
仁
宮
出
土
品

（京
都

府
教
育
庁
）
、

宮
町
逍
跡

（紫
香
楽
宮）

出
土
品、

甲
賀
寺
出
士
品

（以
上
滋
賀

・信
楽
町
教
育
委
員

会）

、
難
波
宮
出
土
品
（
大
阪
市
文
化
財
協
会）
、

丸
山
西
追
跡
出
土
品

（東
大
寺
）
、
食
堂
北
方
付

近
出
土
品

（奈
良
・
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
、
天
地

院
出
土
品
、
法
華
堂
屋
根
瓦
、
法
華
堂
付
近
出
士

品、

一
一
月
堂
付
近
出
土
品
（
以
上
東
大
寺
）
、
各
地

国
分
寺
出
土
品

（当
館
）
‘
◎
続
日
本
紀

〈
金
沢
文

庫
本
）
（
名
古
屋
市
）

、
砂
金
〈
宮
城
・
黄
金
沢
採

取
〉
（
宮
城
・
涌
谷
町
教
育
委
員
会
）
、
黄
金
山
産

金
遺
跡
出
土
品
（
個
人
）
、
長
登
銅
山
出
土
品
（
山

ロ
・
美
東
町
教
育
委
貝
会
）

、
＠
東
大
寺
金
堂
鎮

壇
具
（
東
大
寺
）
、
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
図
〈
描
き
起

し
図
〉
（
当
館
）
、
東
大
寺
創
建
瓦
、
大
仏
殿
地
区

出
土
品
、
講
堂
出
士
鬼
瓦
、
戒
埴
院
地
区
出
土

品
、
東
塔
院
出
土
金
銅
風
鐸
残
欠
、
西
塔
院
地
区

出
土
品
、
南
大
門
付
近
出
土
品
、
三
月
堂
「
東
大
」

銘
屋
根
瓦
、

二
月
堂
周
辺
出
土
ロnn
（
以
上
東
大

寺
）
、
食
堂
北
方
付
近
出
土
ロnn
（
奈
良

・
橿
原
考
古

学
研
究
所
）
、
正
倉
院
出
士
品
（
当
館
）
、
香
山
堂

出
士
品

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
、
鎌
倉
時
代
再

建
瓦
、
岡
山
市
児
島
出
上
軒
丸
瓦
（
以
上
東
大

寺
）
、
愛
知
・
伊
良
湖
瓦
窯
出
土
品
（
京
都
国
立
博

物
館
）
、
僧
房
出
土
軒
丸
瓦
、
東
塔
院
出
土
軒
平

瓦
、
西
塔
院
地
区
出
土
泥
塔
、
戒
壇
院
地
区
出
土

軒
平
瓦
、
元
禄
時
代
再
建
瓦

〈軒
丸
瓦

・軒
平
瓦
〉

（以
上
東
大
寺）

東
大
寺
ゆ
か
り
の
彫
像
（
本
館
中
央
室
・

南
側
）

◎

二
月
堂
本
尊
光
背
、

◎
弥
勒
仏
坐
像
、

◎
十

二
神
将
立
像、

◎
持
国
天
立
像、

◎
多
聞
天
立

¥1111 

平
常
展

「
仏
教
美
術
の
名
品
」

本
館
・
西
新
館

像
、
◎
阿
弥
陀
如
来
坐
像

（以
上
東
大
寺）
‘
◎
舞

楽
面
〈
地
久
・胡
飲
酒
・貴
徳
〉（手
向
山
八
幡
宮）
、

◎
重
源
上
人
坐
像

（
浄
上
寺
）

‘
◎
阿
弥
陀
如
来

立
像、

◎
菩
薩
面
（
以
上
浄
土
寺
）
‘
◎
釈
迦
如
来

坐
像
（
東
大
寺
）
‘
◎
愛
染
明
王
坐
像
（
当
館
）
、
◎

地
蔵
菩
薩
立
像
（
春
覚
寺
）
‘
◎
獅
子
頭
、
文
殊
菩

薩
騎
獅
像
（
東
大
寺
）

特
別
出
陳

本

館

＼

4
月
14
日
（日
）
、
4
月

20
日（
土
）
＼
7
月
7
日
（日
）

＠
薬
師
如
来
立
像
（
唐
招
提
寺
金
堂
）

特
別
出
陳

西
新
館

1

4
月
7
日
（日）
、
4

月
20
日
（
土
）

1
7
月
7
日
（
日
）

◎
薬
師
三
尊
像
（
薬
師
寺
講
堂
）

【彫
刻】

〈本
館
〉
5
4
/
1
4

第
1
.
2
室

◎
銅
造
―

一月
堂
本
諒
光
背

・頭
光
、
◎
木
造
多
聞

天
立
像、

◎
木
造
持
国
天
立
像、

◎
木
造
十
二
神

将
立
像

（以
上
東
大
寺
）
‘
◎
木
造
愛
染
明
王
坐

像
（
当
館
）
‘
◎
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
春
覚
寺
）
、

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

（東
大
寺）
、
◎
木
造

阿
弥
陀
如
来
立
像
、
◎
木
造
重
源
上
人
坐
像
、

◎

木
造
菩
薩
面
（以
上
浄
土
寺）
‘
◎
木
造
獅
子
頭
、

◎
木
造
弥
勒
仏
坐
像
、
木
造
文
殊
菩
薩
騎
獅
像

（以
上
東
大
寺）

【
考
古
】
ー
4
/
14
〈本
館
〉

塑
像
〈
奈
良
・
薬
師
寺
出
土
〉
（
薬
師
寺
）
、
塑
像

〈
奈
良

・
川
原
寺
裏
山
出
上
〉
（
奈
良

・
明
日
香
村

教
育
委
員
会
）
、
火
頭
形
三
尊
地
仏

〈
伝
奈
良

・橘

寺
出
土
〉、

山
田
寺
出
土
地
仏
、

三
重

・夏
見
廃
寺

出
士
埋
仏
、
方
形
独
胞
坐
像
瑶
仏
、
方
形
阿
弥
陀

三
尊
埋
仏
、
方
形
独
尊
塘
仏
、

小
型
独
蔚
埠
仏

（以
上
当
館
）
、
多
宝
塔
埓
仏

（個
人
）
‘
◎
奈
良

・

元
典
寺
塔
跡
鎮
壇
具
（
元
興
寺
）
、
群
馬
・
白
山
古

墳
出
土
品
、
平
瓶
形
骨
蔵
器
、
◎
出
雲
・
荻
抒
古

墓
出
土
品
（
以
上
当
館
）
‘
◎
鍍
銀
経
箱
〈
奈
良
・

金
峯
山
経
塚
出
土〉
、
藤
原
師
通
願
経

〈
金
峯
山

経
塚
出
土
〉
（
以
上
奈
良
・
金
峯
神
社
）
、
銅
板
経

〈金
峯
山
経
塚
出
土
〉
、
瓦
経

〈京
都
・
鳩
ヶ
峯
経

塚
出
土
〉
、
金
銅
水
滴
、
銅
合
子
（
以
上
当
館
）

【
絵
画
】

〈西
新
館
〉
i
4
/
7

◎
十
王
像

〈
陸
信
忠
筆
〉
（
当
館
）
‘
◎
閻
魔
王
図

（
長
泉
寺
）
‘
◎
釈
迦
八
相
図

（大
福
田
寺）
、
◎
仏

涅
槃
図
（
長
命
寺
）
、
◎
十
六
羅
漢
像
〈
8
幅
〉
（
宝

厳
寺
）
、
◎
二
河
白
道
図

（当
館
）
、
弥
勒
来
迎
図

（個
人
）
、
＠
辟
邪
絵

〈神
虫
〉、

理
趣
経
曼
荼
羅
固

像
、
不
動
儀
軌
、

◎
大
仏
頂
曼
荼
羅
（
以
上
当
館
）
、

◎

一
字
金
輪
曼
荼
羅

（
南
法
華
寺
）
、
◎
法
華
曼

荼
羅
（
松
尾
寺
）
、
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像

（当

館
）
、
◎
十

一
面
観
音
像

（金
心
寺
）
、
◎
文
殊
菩

薩
像
（当
館
）
、
孔
雀
明
王
像
（個
人
）
‘
◎
倶
利
迦

羅
竜
剣
―
一
童
子
像

・両
界
曼
荼
羅
（
当
館
）、
＠
十

―
一天
像

〈地
天
〉
（
西
大
寺
）

【
書
跡
】

〈西
新
館
〉
5

4
/
7

弘
法
大
師
二
十
五
箇
条
追
告
（
能
満
院
）
、
悉
暴

字
母
釈
、
◎
弘
福
寺
牒
並
大
和
国
判
、
海
龍
王

経
、
琺
伽
師
地
論
巻
第
八
十
九
〈
舎
人
国
足
願

経
〉
（
以
上
当
館
）
、
大
般
若
経
巻
第
四
百
七
十

一

（談
山
神
社
）
、
大
威
徳
陀
羅
尼
経

〈
法
隆
寺

一
切

経
〉
（
当
館
）

‘
◎
紫
紙
金
字
法
華
経
（
乗
法
寺
）

、

◎
紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経
巻
第
二
〈後
宇
多

天
皇
願
経
〉（
当
館
）
、
＠
法
華
経
（
長
谷
寺）
、
大

般
若
経
巻
第
百
五
十
七
〈
東
大
寺
八
幡
経
〉
（
当

館
）
【
工
芸
】

〈西
新
館
〉
S

4
/
7

楽
装
束
〈
伽
婁
羅
〉
、
新
羅
墨
、
天
平
箪
、
黒
柿
両

面
厨
子
、
正
倉
院
宝
庫
模
造
、
黒
漆
一
一合
鞘
刀

子
、
斑
犀
把
烏
犀
鞘
金
銅
荘
刀
子
（
以
上
当
館
）
、

特
集
展
示
〈鏡
に
映
さ
れ
た
神
の
姿
〉

◎
十
二
蒋
鏡
像

（細
見
美
術
財
団
）
‘
◎
阿
弥
陀

如
来
鏡
像
、
蔵
王
権
現
鏡
像
、

男
神
鏡
像
、
男
神

対
向
鏡
像
、
十
一
面
観
音
懸
仏
、

◎
山
王
十
社
本

地
懸
仏
、

◎
熊
野
十
二
社
権
現
懸
仏

（以
上
当
館
）

@
11
国
宝

◎

11
重
要
文
化
財

出
陳
品
は
、
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。



奈
良
国
立
博
物
館

文
化
財
保
存
修
理
所
の

オ
ー
プ
ン
糾遺
岱`ふ

登
大
路
通
か
ら
は
、
東
新
館
の
南
側

奥
に
、
重
要
文
化
財
の
木
造
建
築
「
仏

教
美
術
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
み
え

ま
す
。
そ
の
手
前
側
に
は
、
ガ
ラ
ス
ば

り
の
新
し
い
建
物
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
文
化
財
保
存
修
理
所
で
す
。

長
い
年
月
を
経
て
伝
え
ら
れ
て
き
た

文
化
財
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
損
傷
を

生
じ
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。
特
に
、

木
造
彫
刻
や
絵
画
、
書
跡
な
ど
は
脆
弱

な
材
料
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

修
理
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
生
命
を
保

っ
て
き
ま
し
た
。
言
い
換
え
る
と
、
文

化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
そ

の
基
盤
と
し
て
適
切
な
修
理
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

奈
良
の
地
は
京
都
と
並
ん
で
貴
重
な

文
化
財
が
多
く
、
特
に
彫
刻
が
集
中
し

て
い
ま
す
が
、
奈
良
に
は
そ
の
た
め
の

十
分
な
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

奈
良
で
文
化
財
の
修
理
が
で
き
れ
ば
と

い
う
の
が
、
関
係
各
方
面
の
念
願
だ
っ

た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
、
文
化

財
の
保
存
と
公
開
を
任
務
と
す
る
奈
良

国
立
博
物
館
は
、
文
化
財
保
存
修
理
所

を
開
所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当

館
で
は
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財

の
保
存
修
理
に
貢
献
し
、
ま
た
そ
の
成

果
を
展
示
な
ど
に
も
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
博
物
館
活
動
を
よ
り
充
実
さ

せ
て
い
く
予
定
で
す
。

I ●公開講座● - I 

4月27日（土）東大寺の歴史

5月18日（土）東大寺の教学ー華厳の教えー

6月 1日（土）東大寺の絵画

6月158(土）東大寺の建造物

6月29日（土） 大仏の変遷

7月 6日（土）東大寺の彫像

大阪市立大学教授

束大寺管長

学芸課長

仏教美術協会理事長

名古屋大学教授

館長

※13時30分より 15時まで。講堂にて。聴講は無料。

ただし定員は200名。

栄原永遠男

橋本

梶谷

鈴木

宮治

跨塚

ロ、一冨9匿l~fl辺Z重

聖圃

亮治

嘉吉

昭

泰光

I ●作品解説● I 

4月24日（水）天平の塑像

5月 1日（水）法華堂根本曼荼羅

5月 8日（水）正倉院と東大寺の工芸

5月15日（水）東大寺の金堂鎮壇具と考古遺品

5月22日（水）東大寺の復興と工芸

5月29日（水）華厳五十五所絵

6月 5日（水）聖武天皇・重源上人・公慶上人

仏教美術研究室長

6月12日（水）慮舎那仏の造形

6月26日（水）僧形八幡神像について

7月 3日（水）東大寺の鎌倉復興造像

美術室長

工芸室長

仏教美術rt科
研究七ンター長

研究貝

研究貝

: tt科箭理研究室長

研究貝

学芸課長

企画室長

松浦

中島

内藤

井口

伊東

谷口

西山

稲本

梶谷

岩田

正昭

博

榮

喜晴

哲夫

耕生

厚

泰生

亮治

茂樹

※いずれも14時より。講堂にて。聴講無料。ただし定員は200名。

5月11日（土）奈良時代と平城京（悶）教育室長宮田康和
解説ボランティア

6月 88(土） 特別展「東大寺のすべて」解説ボランティア

7月13日（土） 奈良時代の寺院 占翌り悶 井口喜晴

8月10日（土）奈良時代の彫刻 仏教美術研究室長 松浦正昭

※小学5・6年生と中学生、その保護者を対象にした教室です。

今年度は『奈良時代の歴史と美術』をテーマに勉強します。

※はがきに、「親と子の文化財教室参加申込」と記入の上、氏

名・住所・郵便番号・学校名・学年・電話番号・同伴する保

護者の氏名・参加を希望される月日 （いくつでもかまいませ

ん）を必ず記入して、〔〒630-8213奈良市登大路町50 奈良

国立博物館 教育室〕まで、お申し込みください。(FAX可）

※参加費は無料ですが、現地見学の際は実費が必要です。定

員は100名（先着順）。 当館講堂において10時から12時まで

行います。

一 置躙['.II
ボランティアによる解説は、特別展「東大寺のすべて」の期間

中、講堂にて開館日の10時30分～と13時30分～の2回実施の

予定です（各回40分程度、講座などがない時のみ）。 なお、平

常展期間中は展示室で行います。

I ●夏季講座● I 

本年も夏季講座を開催する予定です。テーマ・日程などの詳

細は、教育室までお問い合わせください。

●平成14年4・5・6月の展覧会日程●

4月 I 5月 I 6月

館 (4/休16館-19) 本 平常展(-4/14) 東大寺のすべて (4/20-7/7)

西新 館 (4/休9館-19) 平常展(-4/7)
＇ 

東大寺のすべて (4/20-7/7)

東 新 館 休館 (-4/19) I 東大寺のすべて (4/20-7/7)



------ - -- . 

展示品の
見どころ
』 とうだいしこんどうちんだんぐ

国宝東大寺金堂鎮壇具
奈且時代東大寺蔵

（右上）銀製鍍金狩猟文小壺

総応 4.4cm 

（右下）銀製鍍金輝形鎌7-
座金艮8.1cm 

明治40年~41年にかけて、東大寺大仏殿の修理工事の際に足場の支柱を立てる必
し●みだん

要から、大仏殿須弥坑上を3ぽ掘りしたところ、思いがけなく多数の宝物が出土した。それが、

この金堂鎖坑具と呼ばれている品々である。それらは、大仏鋳造後、金益（大仏殿）の完

成までの間に納められた可能性が強く、束大寺創建当初の辿品とみられる。正介院宝

物と共に天平文化の籾粋を示す貨瓜な文物でもある。
ヽんせいときん

写真の上は、そのうちに含まれる、銀製鍍金の小壺である。身の外面には、二方に、騎

馬人物が鹿を追い狩猟する固が刻され、その間に山岳文や草木文様が配されている。

狩猟文は、西方的な要素の強い文様としてよく知られる。この銀製小壺には、大小2筒の
ごうす

水品製合子が納められ、その中にはさらに水品玉や真珠玉などが納められていたようで

ある。
さす せみ

写真下は、銀製銹金錬子、すなわち現在の錠前に当たる。抑形をした珍しい形状の
えびじょう "うそう Ifからくさもん

海老錠（鎖子）と、宝相華唐難文を透彫りした座金からなる。上下に分かれた座金具の

それぞれに足金具を1本ずつ立て、それを蝉の錬子で留める構造になっている。蝉の眼

のIll]に匙（かぎ）の挿入孔がある。これと同時に出土したものとしては、難花文を金銀泥
しっびばこ

で描いた漆皮箱があり、この鎖子はその漆皮箱に取りつけられていた錠前と椎測される。

今回の特別展「束大寺のすべて」では、抒段は展示することの少ない、上記のi黍皮箱

もふくめ、金堂鋲坦具を一棠に展示する予定なので、是非じっくりとご買いただきたい。

（考古室高橋照彦）

■開館時間=9時30分~17時 (4月26日［金］より毎週金曜日は19時まで）
※いずれも入館は閉館の30分前まで

■休館日＝月曜日 （ただし4月29日、5月6日は開館、5月7日［火］は休館。）
■観覧料金
平 一般 大学・高校生

常 当 日 420円 130円

展 団体 210円 70円

特 一般 大学・高校生 中学・小学生

別 当 日 1300円 900円 600円 ［交通案内］近鉄奈良駅から徒歩15分、またはJR奈良駅・近鉄奈良駅から

展前売・団体 1100円 700円 400円

※団体は責任者が引率する20名以上
※「東大寺のすべて」展の前売り券は、奈良博窓口(4月14日まで）もしくは近畿日本ツーリスト、近鉄・
JR西日本・JR東海の主要駅、チケットぴあ(Pコード467-509)、ローソンチケット(Lコード51626)ほか
主要プレイガイドで発売中。
※「東大寺のすべて」開催中に本館のみ観覧の方は、平常料金で入館できます。

パスで「氷室神社・国立博物館」下車

「奈良国立博物館だより」は、1・4・7・10月に発行します。郵送

をご希望の方は、何月号かを明記し、返信用封筒(90円切手貼付、
宛名明記）を同封して、当館の企画室にお申し込み下さい。

壼 奈良国立博物館
Nara National Museum 

〒630-8213奈良市登大路町50(奈良公園内） TEL. 0742-22-7771 FAX. 0742-22-7221 テレホン・サービス=0742-22-3331 ホームページ(URL)http-.J /www.narahaku.go.jp/ 




